エラープルーフ化のためのワークシート２（対策案の生成）
ステップ      サブプロセス      :                                              

エラー（失敗モード）       :                                                                                                             
	原理
	質問
	対策

	作業・意見を排除する
	エラーしやすい作業または危険な物を取り除けないか？
	

	
	作業を自分自身で完結するようにできないか？
	

	
	作業または危険を排除するために先に行えることはないか？
	

	エラーしやすい人の作業を置き換える（代替化）
	問題を解決するためにプロセスを自動化できないか？
	

	
	人による作業を支援するために予め行えることはないか？
	

	
	人による作業を自動化または支援するために二つまたはそれ以上のものを結びつける、一緒にする、近寄せることはできないか？
	

	人の作業を容易にする
	人による作業を容易にするために、類似の、誤解しやすいものを取り除けないか？
	

	
	人による作業を容易にするために、プロセス・物・情報を標準化できないか？
	

	
	人による作業を容易にするためにプロセス・物・情報を並列・冗長にできないか？
	

	人の作業を容易にする（続き）
	人による作業を容易にするために予め行えることはないか？
	

	
	人による作業を容易にするために柔らかいフィルムや薄い膜を利用できないか？
	

	
	人による作業を容易にするために色を利用できないか？
	

	
	人による作業を容易にするために二つまたはそれ以上のものを結びつける、一緒にする、近寄せることはできないか？
	

	異常を検出する
	人による作業またはその結果の異常を検出するために何か数えられないか？
	

	
	人に自分で異常に気づくようにさせられないか？
	

	
	人による作業またはその結果の異常を検出するために特別な形状（１Ｄ、２Ｄ、３Ｄ）を利用できないか？
	

	
	人による作業またはその結果における異常を検出するために何かを自動的に検査できないか？
	

	影響を緩和する
	影響を緩和するためにプロセス・物・情報を並列・冗長にできないか？
	

	
	影響を緩和するために予め行えることはないか？
	

	
	影響を緩和するために柔らかいフィルムまたは薄い膜を利用できないか？
	


